
授業科目名

3年次

開講形態 時間数 単位数 2実習 90時間

護基礎実習は，講義や演習・実習で学んだ養護に関する教科，教職に関する教科の知識や技術
をもとに，実際に附属学校において養護教諭や一般教職員等の指導・助言を受けながら，より
具体的に養護教諭としての職務を実践する。

授業の目的（概要）

　1）学校教育の組織，運営について理解できる。
　2）幼児・児童・生徒の発達や学校生活の実態を知る。
  3）学校保健活動の体制や概要を知る。
  4）学校教育における養護教諭の位置づけと役割を知る。
  5）養護教諭の執務の概要を知る。
  6）幼児・児童・生徒をひとりの人間として，尊厳と存在に敬意を払える。
  7）幼児・児童・生徒・教職員とのコミュニケーション能力を身につける。
  8）責任と協調性を重んじる行動をとれる。

学修成果（到達目標）

「新版・養護教諭執務のてびき」，石川県養護教諭研究会編，東山書房
「学校保健実務必携」，学校保健・安全実務研究会編著，第一法規
他、事前指導の中で紹介する

オフィスアワー

土江梨奈（地域・老年看護学講座）質問等随時　E-mail：thuchie@med.shimane-u.ac.jp

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

実習校の担当教員の評価と、実習指導者の評価を総合して評価する。

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

学校教育　養護教諭　子ども

授業の進め方

島根大学附属義務教育学校、幼稚園にて実習を行う

養護基礎実習 担当教員 土江梨奈

開講年次及び学期 必修・選択の別 選択



授業計画

備　考

・

　　

　

実習内容
1）学生を2グループに分け，島根大学附属義務教育学校前期課程と後期課程のどちらかを中心に配属された
学級で重点的に実習を行う。
2）2週間のスケジユールは図1に示すように，実習初日にオリエンテーションを受ける。1週目には中間反省
会，2週目の最終日には最終反省会を行う。反省会は学生が司会・進行を務め，附属学校教諭と大学教員が参
加し，1時間程度で行う。
3）前期課程・後期課程のうち重点的に実習を行う学校で保健室実習を行う。
4）児童・生徒を対象とした保健指導に関する教材の作成・短時間の保健指導を行う。教材作成・指導にあ
たっては養護教諭，担任教諭等のアドバイスを受ける。
5）前期課程で実習を行う学生は後期課程での実習を1日行い，後期課程で実習を行う学生は前期課程での実
習を1日行う。
6）2週間のうちに幼稚園実習を1日行う。
7）中間反省会では1週間を振り返り，学んだ内容の共有や実習態度の自己評価，2週目に向けた実習目標の再
確認や実習環境への要望等について話し合う。
8）最終反省会では2週間を振り返り，学んだ内容を整理し，共有する。更に、今後の自己の課題について考
える。

本科目を受講するためには、「事前指導・事後指導」（1単位）を受講する必要がある。


